
  第４章 社会福祉法人平塚市社会福祉協議会 

 

１ 目的と設立年月日 

  平塚市社会福祉協議会は、住民を主体にした地域福祉の推進役で、地域住民、関係団体ととも

に福祉活動を推進することを目的とし、その中核を担う民間組織である。昭和28年４月１日に設

立され、昭和50年３月31日に法人の認可を受けている。 

  事業は、福祉のまちづくりを目標に地区社協の育成、民生委員児童委員との連絡調整、ボラン

ティアの育成指導、法外援護などを中心に進めるほか、県・市からの受託、共同募金、社会福祉

基金などの事業を通して地域に密着した幅広い活動を展開している。 

 

２ 援護事業 

(1) 要援護者等慰問活動事業 

    夏期、年末慰問金支給（市受託・共同募金） 

    生計困難世帯        夏期  439世帯  年末  453世帯 

    在宅重度身体・知的・精神障がい者        年末 1,567人 

    原爆被災者         夏期   35人 

 (2) 低所得世帯児童援護 

      区分 

対象 
修 学 旅 行 費 入  学  祝  等 

小   学   生 

中   学   生 

26 

44 

25 

53 

金 額（円） 570,000 780,000 

 (3) 交通遺児援護 

    交通遺児に対する激励金として、18歳以下の遺児に対し１人15,000円を交付している。ま

た、県社協より交通事故発生時見舞金として、100,000円、小・中学入学、中・高校卒業時に

50,000円を交付している。 

    交通遺児激励金（市社協）    10件  150,000円 

    交通遺児見舞金（県社協）     0件         0円 

    交通遺児激励金（県社協）     3件  150,000円 

 (4) 生活福祉資金貸付金事業 

区  分 
総合支援資

金 

福祉資金 
（緊急小口 

資金を含む） 

教育支援

資金 
計 

件  数 2 1 3 6 
金額(円) 440,500 96,000 1,720,000 2,256,500 

臨時特例つなぎ資金貸付  0件  0円             

 (5) 緊急援護事業 

    援護件数                 50件 

 



 (6) 相談援助事業 

  ア 生活支援相談（生計支援）        延34件 

  イ 法律相談                 55件 

  ウ 地区ふれあい福祉相談(地区社協で実施)  819件 

  エ 在宅福祉相談              4,826件 

  オ ボランティア相談           1,196件 

 

３ 在宅福祉サービス事業 

  平塚栗原ホーム事業 

  平塚栗原ホームは、平塚市内の在宅福祉サービスの拠点として平成３年４月12日に開設された。 

 (1) ホームヘルプサービス事業 

    子どもの養育について支援が必要でありながら、積極的に自ら支援を求めていくことが困

難な状況にある家庭に過重な負担がかかる前の段階において、訪問による支援を実施するこ

とにより、当該家庭において安定した子どもの養育が可能となること等を目的に家事の援助

を行った。 

ホームヘルパー派遣実績 

養育支援訪問事業ヘルパー派遣 利用者数 利 用 回 数（日） 利 用 時 間  

4人   延  33日  延 51時間 

 (2) 配食サービス事業 

    平塚市からひとり暮らし高齢者等配食サービス事業を受託し、家庭において炊事の支度を

することが困難なひとり暮らしの高齢者等を対象に、夕食を各家庭まで配食する事業を実施

した。（６月末まで） 

     利用登録者数      39人 

     配食数       延2,172食 

 

４ 日常生活自立支援事業 

 (1) 相談及び契約件数 

  ア 初期相談件数    延   91件 

     高齢者      延   43件 

     障がい者     延   39件 

     その他      延   9件 

  イ 相談援助活動件数  延 3,214件 

     高齢者      延 1,245件 

     障がい者     延 1,964件 

     その他      延    5件 

  ウ 契約件数（平成29年3月31日現在） 83件 

 (2) 訪問活動 

  ア 専門員・担当者の訪問活動   延  574回 

  イ 生活支援員の訪問及び活動回数 延 1,572回 



５ ひらつか地域介護システム会議の運営 

 市社協が事務局となり、各種サービスを提供する事業者や関係機関の連絡調整体制及び利用者に

対する情報提供体制を確立し、介護サービス等の信頼性の確保と質の向上、充実及び介護保険制度

の円滑な運営を図り、高齢者等の福祉の増進に寄与することを目的として実施した。 

 (1) ひらつか地域介護システム会議          延  15回 

 (2) 事業別連絡会                  延 39回 

 (3) ひらつか地域介護システム会議主催による研修等  延  9回 

 (4)  医師会との交流会                   5回 

 

６ 子育て支援事業 

 (1) 子育て支援センター   利用者 27,273人   相談延件数 4,531件 

 (2) ファミリー・サポート・センター 

    会員数 1,515人（支援会員 275人  依頼会員 1,195人  兼ねている会員 45人） 

    問い合わせ件数 2,681件 事前、顔合わせ件数 183件 

 活動実績 2,478件 

 

７ その他（育成・啓発）事業 

 (1) 高齢者給食ボランティア研修会               実施せず 

 (2) ボランティア養成研修会（精神保健福祉・保育・福祉体験こどもスクール・福祉教育サポー

ター）                           延   255人 

 (3) 専門的なボランティア養成研修会（点訳・拡大・音訳・手話・傾聴・要約筆記）                     

                            延    543人 

 (4) 平日ボランティアスクール（６回実施）           延     66人 

 (5)  学校、企業等ボランティア活動及び体験学習へ協力 48件  延 13,960人 

 (6) 母子（父子）・障がい児慰安激励バスレクリエーション     延   0人 

 (7) 善意による寄託金 

    一般寄託金  74件   2,265,944円    ・一般寄託金の配分内訳 

                         交通遺児へ   5件     330,531円 

                         児童福祉へ  13件      25,000円 

                         心身障がい   0件        0円 

                         高齢者福祉へ 1件    50,000円 

                         精神障がいへ 0件         0円 

                         その他    1件       5,000円 

 

 

 

 

 



 (8) 共同募金（年末たすけあい配分金） 

    生計困難世帯            453世帯  3,423,000円 

    一般遺児                 84人          1,260,000円 

    修学旅行支度金             70人   570,000円 

    障がい者地域作業所          22ヶ所  2,975,473円 

    障がい者グループホーム・ケアホーム  6ヶ所   539,565円 

    障がい児デイサービス         １ヶ所    30,762円 

    地区社協活動事業  2,686,450円 

    要援護者実態把握活動事業       １ヶ所  1,550,000円 

    在住外国人共生事業          １ヶ所   150,000円 

    福祉団体補助金            19団体 1,346,000円 

 


